
1.クランプを締める場合、締めすぎないよう所定のトルクでお願いします。

締めすぎた場合、ボルト・クランプ本体の変形となります。

仮設機材認定基準に定める標準締付トルクは3,430～4,410N㎝（350～450㎏ｆ㎝）です。

2.解体時、クランプを緩める場合も所定のトルクで緩めすぎないようご注意願います。

ボルトに付いてるナットが脱落する恐れがあります。

3.許容荷重以下でご使用下さい。

直交型　4,900N（500㎏ｆ）

自在型　3,430N（350㎏ｆ）

4.直交クランプには、片荷重をかけないでください。必ず2個セットで使用願います。

＊ クランプ本体の変形

クランプ使用上の注意


